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〈〉   . はじめに
携帯電話､ パソコンの普及が進んだ現在､ メールに代表される文字を使うコミュニケー
ションの機会は､ ますます身近になってきている｡ 朝日新聞による世論調査 (年月日朝刊) では､ ～代の日本人男女の約割が､ そのうち代女性の約割が､ 携帯
電話のメール機能を通話より多く使用すると回答している｡ また､ 日本人口のを占め
る約万人の外国人のほとんどが携帯電話を所有しているという報告 (法務省入国管理
局) もある｡ また､ 留学生も例外でなく､ その大半が携帯電話を所有している｡ 彼ら
は日本語母語話者 () と日本語でのメールをするのと同様に､ 留学生同士でも日本語
でメールをするという状況が珍しいものではなくなっている｡
本稿では､ ｢日本語母語話者 () と中国人日本語話者 ()｣ の日本語によるメー
ル()と､ 中国語圏からの留学生を対象に ｢同じ母語､ 社会文化､ 社会言語的な背景を有す
る中国人日本語話者 () 同士｣ の日本語によるメールを取り上げる｡ 中間言語コミュ
ニケーションの側面から､ メールの表層に現れる表現上の特徴や､ 意識､ それぞれの接触
場面における言語管理を考察していく｡. メールに関する先行研究
日本人大学生のメールの表現には太田 () が指摘したつの特徴､  終助詞の使
用､  感動詞､ 間投詞､ 間投助詞の使用､  若者言葉､ 話し言葉､ 方言､  柔軟な語
や節の順序､  ｢～よねえ｡｣ などの文の終止のあり方､  音調代替要素の使用､  絵
文字､ 記号の使用がある｡ これらの要素を組み合わせ､ 単に用件を伝達すると同時に､ 話
者の感情や態度なども併せて表現している｡ これらの特徴を日本語母語話者の ｢メールら
しさ｣､ つまり日本語母語話者の若者のメール規範としている｡
中国人日本語話者に焦点を当て､ 彼らのメール規範を探る研究は今のところほとんど見
当たらない｡ 接触場面の言語管理 (ネウストプニー) を焦点としたメールの研究に類
似するものとして､ 伊藤 () のチャットにおける会話の開始部､ 終結部の研究を挙げ

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る｡ ここでは電話会話の分析の枠組みを援用した分析を行い､ 概ね電話会話と類似する開
始部・主要部・終結部からなる全体機構が存在するという結果が得られた｡ 一方で文字媒
体であることなどチャットの特性の影響を受け､ 開始部と終結部の省略や､ つの話題の
同時進行など､ 電話会話に現れない独自の会話が成立していたことも報告されている｡
以上のように､ 本研究は先行研究の少ない領域を扱っているため､ 実態調査として意味
があると思われる｡. 分析の枠組み. 接触場面の分類
中国人日本語話者と日本語母語話者､ そして中国人日本語話者同士のメール使用につい
て研究する上で､ 接触場面研究の枠組みは欠かせない｡ ファン () は､ 接触場面
() を､ 異なる言語・文化背景をもつ参加者間のインターアクション
場面と定義している｡ さらに､ 接触場面を接触言語が誰に属しているかによって三つに分
類する｡ 共通言語接触場面：
参加者それぞれの類似した母語でインターアクションを行うが､ コミュニケーショ
ン規則や社会文化規則が異なる｡ 相手言語接触場面：
参加者のどちらかの母語でインターアクションを行う｡ 第三者言語接触場面：
共通の母語もなく､ 相手方の母語を使用する能力もないために､ 第三者言語を使
用してインターアクションを行う｡
本稿では､ ｢日本語母語話者－中国人日本語話者｣ のメールと､ ｢同じ母語､ コミュニケー
ション規則､ 社会文化的規則を共有する中国人日本語話者同士｣ のメールを取り上げる｡
前者はファン () での相手言語接触場面であるが､ 後者はファンの接触場面の分類に
当てはまらない新しいタイプの接触場面と言える｡ そこで､ ファンによる第三者接触場面
を第三者接触場面 (Ⅰ) とし､ 本稿の場合を､ 第三者言語接触場面 (Ⅱ) とし､ 以下のよ
うに定義した｡ 第三者言語接触場面 (Ⅱ)：
参加者に共通の母語､ コミュニケーション規則､ 社会文化的規則が存在するが､
第三者言語を使用してインターアクションを行う｡. コミュニケーションのルール
メール交換もまたコミュニケーションのつのタイプである｡ コミュニケーションには､
文法能力に加え､ 文法外のコミュニケーション能力が必要とされる｡ 後者の能力は社会言
語能力と同義であり､ ネウストプニー () は､ 社会言語能力のモデルとして､ つの
コミュニケーション・ルールを示しているが､ メール使用に重要と思われる以下のつの
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ルールの領域について､ 分析する｡
点火ルール (どのような場合にコミュニケーションを始めるか)
バラエティ・ルール (方言､ 文体､ スタイルなど)
形のルール (メッセージの項目､ 提示順序など)
操作 (管理) のルール (コミュニケーションをどのように評価､ 訂正するか)
コミュニケーションのルールは､ 文化によって異なるため､ 相手言語接触場面と第三者
言語接触場面 (Ⅱ) とで適用されているルールがそれぞれどのようなものかを考察する｡. 言語管理プロセス
いかなるコミュニケーション行為においても､ 起こりうるコミュニケーション問題を取
り除くために､ 参加者はさまざまな言語管理を行っている｡ ネウストプニー () では､
以下のように言語管理のプロセスを示している｡. 規範からの逸脱がある. それが留意される. 留意された逸脱が評価される. 評価された逸脱の調整のための手続きが選ばれる. その手続きが実施される
操作 (管理) のルールに関しては､ メールのやり取りの中でがどのような留意を
し､ 留意したものにどのような評価､ 調整アクションをしているのかを考えたい｡
以上のように､ 本稿ではメールをコミュニケーションの媒体と規定し､ 相手言語接触場
面と第三者言語接触場面 () におけるコミュニケーションをつのルールの領域につい
て分析し､ 中国人日本語話者のメール規範､ 言語管理とその要因を考察する｡. 調査概要
調査は年月から年月にかけて行った｡
中国語を母語とする留学生と､ 留学生の友人がいる日本人学生から､ 友人関係の日本語
母語話者－中国人日本語話者 (－ペア)､ 中国人日本語話者同士 (－ペ
ア) で交わされた実際のメールを自然データとして収集し､ メールが交わされた背景や､
意識､ 印象などを可能な限りインタビューした｡
また､ 自然データの収集と並行して､ 友人関係か､ それに準じた間柄の－ペア､－ペアにタスクに沿ったメールをやり取りしてもらい､ 交わされたメールを実
験データとして収集した｡ 加えて､ このデータをもとに実験後すぐにフォローアップ・イ
ンタビュー (ネウストプニー) を行った｡ 設定したタスクは､ 予備調査の結果を踏ま
え､ －間で交わされたメールでもっとも多い伝達内容であった誘い､ 依頼､ 断り
とした｡ タスクは､ 片方が誘ったとき､ もう一人は断る／承諾するなど､ 流れをある程度
決め､ この流れに沿っていればメールの表現､ 交換回数などは参加者の自由とした｡

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フォローアップ・インタビューでは､ 相手からのメールの印象､ 自分が送ったメールで
気をつけたことなど､ 実験メールをやり取りしていたときの意識をなるべく自由に細かく
発言を求めた｡ 加えて､ 普段メールをするときの意識に関してもいくつか質問をした｡ な
お､ インタビューはすべて日本語で行い､ 実験に参加した相手は同席しないようにした｡
具体的な研究内容については､ フォローアップ・インタビューの際に説明した｡
調査対象として､ 千葉大学に在籍する日本人学生名､ 日本語能力が中・上級である中
国語圏出身の留学生名に協力を依頼した｡ 今回､ 参加者の中国人日本語話者が属するネッ
トワークを､ ネットワークが強い､ ・ネットワークが同程度､ ネットワー
クが強いという種類に分類した｡ 参加者の中国人日本語話者人の属性は､ ネット
ワーク人､ 同程度人､ ネットワーク人である｡
自然データはこのうち－ペア組､ －ペア組から収集した｡ 実験
データは､ －ペア組､ －ペア組から収集した｡ 分析の対象とした
データは､ 自然データ例 (－例､ －例)､ 実験データ例 (各例) である｡. 相手言語接触場面における分析結果
自然データは､ 何回かのやり取りをひとまとまりとして収集したものと単発のものがあ
り､ 各データの長さが均一でない｡ そのため自然データの分析においては､ 実際のやりと
りに見られる傾向を記述することを目的とした｡ ここでは､ 点火､ バラエティ､ 内容に着
目した｡ 一方実験データでは､ 設定したタスク内容に沿ったやり取りが開始から終結まで
データとして分析できるため､ 主に形 (メッセージの提示順序など) に着目し分析した｡. 点火のルールの点火は､ 開始部においては､ 用件に入る前に前置きをすることが多い｡ また､ 終
結部では用件の内容を確認したり､ 次回会うことへの期待を述べたりして､ 徐々に終結し
ていくという終結の連鎖が見られる｡ これらの点火を母語場面での規範とする｡.. 開始部－でのメールでは､ は前置きをして用件に移るというの点火に近いも
のを用いている｡ インタビューでも､ からのメールを手本にしたり､ 書き方を真似よ
うとしているという報告が見られたことからも､ の点火に概ね準拠していると言える｡
【例】 前置きありの開始部 [名前] ちゃん､ こんにちは｡ 今日の時から時半に学校にいる｡ ちょっ
と添削の事をお願いしたいけど､ いなかったら､ 大丈夫
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一方､ －のメールでよく見られるいきなり用件型の点火 (後述) をしている
例も少数ながら見られた｡ どのネットワークに属するでも､ 相手にいきなり用件
型の点火をしている例が見られたことから､ この要因はの属するネットワークによ
る違いでは無いと思われる｡ は､ 相手がであるかであるかということをある
程度意識しているが､ 伝えたいという気持ちが先行しているときなどには､ 相手の区別が
意識されなくなるようである｡.. 終結部
終結部でもはの終結の点火ルールに準じている｡ つまり､ が述べる約束の
確認や次回の期待に対して､ は ｢私も楽しみにしている｣ といった返信をしながら
終結の連鎖を作る (例)｡ －のやり取りであれば､ 用件の終了とともにやり取
りが終了することが多いとの報告と実例が多くあったことから､ 終結部に関しては､ 開始
部よりも相手が誰であるかによる使い分けを意識しているといえる｡
終結の連鎖については､ とのメールはなかなか終わることができないと感じているが複数いた｡ しかし､ それに対する否定的な評価はしておらず､ の規範であるの
で受け入れるという意識が働いている｡
【例】 終結の連鎖
一方､ 終結の点火がうまく行われていない場合､ 終結部の点火違反は大きく分けてつ
のパターンがある｡ やり取りが終わった気がしないとが感じる終結部
例の終結部では､ 文末が読点 ｢､｣ で終わっているためにまだ言いたいことが続くの
か､ これで終わっているのか判断しにくいという終結部であった｡
【例】
 私は金曜は授業ないから時間はいつでもだよ！ [名字] さんに合わ
せるけどいつがいい？ 私限の授業があるから､ 十一時五十分頃にしたら？ うん☆では時分にライフセンター前でね うん､ 楽しみにしてる はーい☆じゃあ金曜に！よろしくね
 実は私はまだまだ書いてないけど､ 明日バイト休みだから､ 今晩書けようと思
うけれど､

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〈〉 終結を急いで､ 畳み掛けるような終結部
例の終結部では､ はやり取りを早く終わらせたがっていると受け取り､ 一方的に
やり取りを終了されたような不自然な終結としてに留意されていた｡
【例】 質問に対する返信の情報量が極端に少ないために､ 不自然さをが感じる終結部
例の終結部は､ バラエティのルールが関連している｡ 同士のメールでは､ 少ない
情報量のメールでも､ 感情表現要素()などをつけて飾ることが規範となっている (太田)｡ 必要な情報だけで､ 感情表現要素がないために､ は直接的で冷たい印象を受け
るなど､ 否定的な留意をすることが多く､ 誤解を生みやすい点火違反といえる｡
【例】. バラエティのルール
ここでは､ 文体や絵文字などの感情表現要素､ 表現など､ メールの表層に現れる表現上
の特徴を分析する｡ の母語規範は先行研究で見たメール規範とする｡ 話し言葉的な文体を基本とし､ 書き言葉的な常体・敬体を併用
話し言葉的な文体は､ もっとも基本的な文体としても多く使用している｡ のメ
ールを手本に､ なるべくのメールらしく､ 話し言葉的な文体になるように書くように
するという管理が報告された｡ しかし､ はメール相手との親密度で文体を微妙に調整
していることを指摘し､ なかなか真似ができないとも感じている｡ 例のように､ 話し言
葉のように書きたいが対応しきれなくなったときに､ 使い分けの意識なく書き言葉が混じ
るようになる｡ 敬体は､ お願いをするときや誘うとき､ 提案するときなど場面によって現
れていることが多い｡
【例】
 は～いよまた明日ね！今日疲れた！おやすみ
 [名字] さん､ 今手続きが終わったから､ 調査の用紙を受け取りに行こ
うと思います☆今は [待ち合わせ場所] にいる？ 居る
 こんにちは｡ お久しぶりです｡ メール､ ありがとう～｡ 新学期がはじまり､ 最
近､ 授業のことについて､ 考えたりしている｡ 近いうちに決めるつもりだ｡ 僕
は今週の水曜日のお昼が空いてるけど､ 良かったら､ 水曜日のお昼を､ 一緒に
食べましょうか｡ ：分に厚生食堂で待ち合わせをしてどうでしょうか｡

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〈〉 絵文字､ 顔文字をの母語規範に準じた形で適切に使用｡ 絵記号は文末を飾る要素と
して相手のときだけ使用する
感情表現要素は文末にほぼ適切に使われ､ 親しみなどを表すのに有効だとしてへの
メールにはなるべく使うようにするという調整が見られる｡ は､ 絵記号の ｢☆｣ や
｢♪｣ を相手には使うが､ 相手にはほとんど使用していない｡ に絵記号を使用
する場合､ 絵記号はただ文末を飾る要素として使用している｡ 社会言語的知識を根拠とし､ 遠回しに断る日本式を意識し言いさし表現を用いる
約束を変更したり､ 誘いを断る場合にに対して直接的な表現を使うことを避けよう
とする意識を持つが多かった｡ 例でも言いさし表現 ｢ちょっと…｣ が見られる｡
【例】 文の倒置表現を用いる
用件を先に述べ､ その理由を後から加えている場合が多いが､ の柔軟な倒置に見ら
れる語や節など細かい部分での倒置ではなく､ 文の倒置となっている｡ 例のように､ 堅
い感じが残り､ 話し言葉をそのまま文にしたような表現はあまり見られない｡
【例】 相手に関わらず､ ｢ー｣ や ｢～｣ など音調代替要素を用いるによると､ は､ のメールでよく長音記号が現れていることに留意し､ の
メールらしさや､ 親しく話している感じを表すものとして､ 携帯電話を持ち始めた頃は意
識して使うようにした､ という管理を行っている｡ 同時に今ではとくに意識せずに長音記
号を使うという報告から､ 例のように､ 音調代替要素を使用することはのメール
においても規範となっている｡
【例】 メール送信前の文章確認相手にメールを送るときは書いた文章を読み直して間違いがないか確認をするとい
う管理が報告された｡ 相手に送るときは確認をしないで送信しているという｡ 相
 すみません､ 明日の件ですが､ この前は忘れましたが明日バイトがありますか
らちょっと｡｡｡もしよろしければ火曜の時分にしてはよろしいです
か？ほんとうにすみませんね｡ 今もバイト中なので夜時半頃また返信します
 大学生が受けているゼミの教室を教えてくれる？明日行こうと思うが
 金曜日の限でいい？私も 『』 観たけど｡ 画面はすごくきれいだけど､
あまり内容がないんだなぁ～

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手に送信する際には間違いがあると恥ずかしいという意識があるという｡ 事前にコミュニ
ケーションの前に調整していることから､ はにメールを出す際に事前調整を行っ
ていると言えよう｡ 文末助詞の使用は､ とメールをする際にの用いる文末助詞にのメールらしさを感じてい
た｡ 例えば､ ○○さあ､ ○○よぉ､ ○○よ～､ ○○ってゆう､ などである｡ インタビュー
では､ かなり積極的にそれらの文末助詞を使用し､ のメールに近いものを書こうとし
ていることを報告するがいた｡ しかし一方で､ 同士のメールで､ のメールを
過剰に意識したメールを受け取ったときに不自然さを留意するもいた｡ そのような
メールに対して否定的な評価はしていないが､ が頑張ってのメールに似せようと
しているという印象を受けている｡. 形のルール
すでに述べたように､ 形のルールに関しては､ ロールプレイによる誘い､ 依頼､ 断わり
のデータから特徴を観察する｡ の母語規範では､ 誘いの場合､ 用件の前に前置きを入
れる､ ｢都合が良ければ｣ などの婉曲表現を使うといった形のルールがある｡ また依頼の
場合では ｢よろしければ｣ などの遠慮を含む依頼表現などのルールが見られ､ 断りの場面
では､ 言いさしなど遠回しな断り表現､ 謝罪の繰り返し､ 断った相手へのフォローなどの
ルールが見られる｡の形のルールは､ メールの相手がかかによって違いが見られた｡ 相手
の場合､ の母語規範に準じた形のルールが用いられている｡ 表に誘い､ 依頼､ 断わ
りの形の要素別の件数を示す｡ 以下､ それぞれについて分析する｡
【表】 －ペアに見られる形のルール
誘
い
形 相手の都合＋用件 用件のみ 婉曲表現あり 婉曲表現なし        
依
頼
形 理由＋用件 用件のみ 大げさな表現 婉曲表現なし        

――
〈〉
.. 誘いの形が相手を誘う場面では､ 誘いの用件だけを述べているものが多く見られた｡ 
は､ 誘いの用件に入る前後に､ 婉曲表現として ｢都合がよければ｣､ ｢よろしければ｣ とい
う表現を使っている｡ また､ 時間や約束を決め､ 用件が終わりに近づくと､ の終結部
に見られる終結の連鎖がここでも確認された｡ネットワークが強いにフォローアップ・インタビューをしたところ､ 終結の
連鎖を作り､ やり取りが完全に終わったと思っていても､ からメールがまだ続くこと
があったという報告が見られた｡ 例のによる ｢はーい☆それじゃ楽しみにしてます！｣
は､ がやり取りが終わったのにからまたメールが来たと感じた部分である｡
【例】
.. 依頼の形のメールでは､ 依頼の理由を依頼の本題の前後につけた形が多く用いられている｡の特徴的な依頼の形としては､ 大げさな表現を使った依頼が見られた｡ 一方は依
頼を遠慮がちに表現している人が多く､ 依頼の形が異なっていることがわかる｡ 側へ
のインタビューでは､ の大げさな表現から､ とても困っている印象を受けたことを
報告している｡ しかし､ 断った直後のからの返信では断ったことをあまり気にして
いないような軽い印象を受け､ ギャップを感じていた｡
断
り
形
断る側 断られる側
謝罪の繰り
返しあり
謝罪の繰り
返しなし
フォローの
繰り返し
単発フォロー
フォローな
し          
表現 言いさし表現 婉曲表現 直接的な表現      
 今週の日曜､ 一緒にお昼を食べたい？ うんいいよー！お昼一緒に食べようか☆どこで食べる？ [店名] という定食のお店はどう？ うんそうしよう～じゃ南門に時でだいじょぶかな？ 大丈夫だよ！じゃ､ 日曜の時南門前ね はーい☆それじゃ楽しみにしてます！

――
〈〉
【例】
例に見られるような大げさな依頼表現は－では見られない｡ 相手のとき
は､ 今の自分の状況を表現した方が依頼の本題が伝わりやすいと思ったという意識が報告
されている｡ 側は大げさな表現だと受け取っているが､ 大げさにすることを意図して
いるわけではないと言える｡
また､ 大げさな表現はネットワークの強いがよく使用する傾向がある｡ 今回の
それに対しネットワークの強いは､ 用件と理由だけを述べるシンプルな表現を
用いる場合が多い｡.. 断りの形が断る場合､ は ｢気にしないで｣ という相手のフェイスを尊重する謝罪の受け
入れをして終結の連鎖を作るのに協力している｡ 終結の連鎖の中でそうした謝罪の受け入
れを複数回繰り返したり､ 断られた直後の返信だけ単発の謝罪の受け入れをする場合が多
く見られる｡ 中でもネットワークが強いは､ 単発の場合が多かった｡が断る場合は､ の母語規範に準じる形と､ 直接的な表現を使う断りの形が同程
度見られた｡ 前者は､ ネットワークの強いに多く見られ､ 後者はネットワー
クの強いに見られた｡ ネットワークの強いは､ が断ったことに対してが ｢気にしないで｣ という謝罪の受け入れを返信した場合､ は謝罪や次回への期
待の繰り返しをせず､ 早々に終結させている例も見られる｡
【例】
例では､ が断ったことに対してが了承したところでやり取りが終了してい
 [名前] ちゃん､ ごめん｡ 実は一つ大変なお願いがあるけれど､ 来週発表
があるが調査をぜんぜんしていないので､ 調査を手伝ってほしいのです｡ 本当
にお願い｡ 一生のお願い！返事を待ってます｡ 今私もゼミの調査をまとめてて手一杯なのだからちょっと難しいかな…
ごめんねーほんとごめんね そうか？じゃ､ しょうがないわね｡ 大丈夫！大丈夫！ご迷惑かけてごめんね｡ うんごめんねー いいえ､ いいえ､ 気にしないで｡ 
 今週の日曜に留学生のパーティーがあるんだけど､ [名字] さん行く？
よかったら一緒に行かない？ 今週の日曜は予定はいってる ゴメンね そっか､ 了解 また次にね～

――
〈〉
る｡ はまだ返信が来ると思っており､ その返信の無いままやり取りが終了すること
に不自然さを感じていた｡ 一方は､ 断ったことの謝罪とそれに対するからのフォ
ローの返信があったことからこれ以上返信する必要はないと考えていた｡. 第三者言語接触場面 () における分析結果
本節では､ 中国人日本語話者同士の日本語によるメール使用について見ていく｡ ここで
は日本語母語話者とのメール交換とは異なり､ 第三者言語接触場面 () に類似した規範
の緩和､ さらに第三者言語接触場面 () に特徴的な参加者の共通した母語からの転移が
多く見られた｡. 点火ルール.. 開始部－のメールでは､ はいきなり用件型での点火を採用している｡ インタビュー
では､ 相手による区別についての意識が報告された｡ に対しては､ 丁寧さと､ のメー
ルらしさを出すためにも､ 前置きをして用件を言うのが相応しいという意識があるが､ に対しては､ 丁寧さはあまり考えておらず､ 要件を書くだけであるのは楽だという意
識がある｡
【例】
また､ 前置きのあるメールも数例見られたが､ 同じが､ 前置きのある型といきな
り要件型のどちらのスタイルでもメールをしている｡ つまり､ 何か用件以外に聞きたいこ
とがあるときには (例えば､ しばらく会っていないのであれば元気がどうか､ 以前会った
とき課題が忙しいと言っていたのであれば状況はどうか､ など)､ 前置きを付け加える､
という開始部の使い分けが存在している｡.. 終結部は用件の終了と同時にメールを終結させるという点火ルールを用いている｡ 例
に見るように､ とのメールでは終結部の点火違反だと留意された､ 終結を畳み掛ける
終結部や､ 必要な情報だけの終結部は､ －においては珍しくない｡
 今研究室にいる？ いるよ｡ 来て

――
〈〉
【例】
※に頼み事をし､ がそれを了解したときの返信には用件が終わるとやり取りをいつまでも続ける必要性はないという規範があり､
終結を急いで畳み掛けたり､ 必要な情報だけのメールで終結したりすることに不自然さを
感じていない｡
ただし､ 終結部において属するネットワークの違いが関わっている点として､ ネッ
トワークが強いが､ 相手のからの誘いを自分が断わるとき､ 何度も謝るなど､
終結の連鎖を自ら作り出す場合が見られる｡ ネットワークの強いは､ 断りなど場
面によっては終結の連鎖があるのが相応しいというの終結部に準じる規範を採用して
いることがある｡ この際､ 相手が連鎖を作らずに終結しようとすることに､ 冷たい
など否定的な評価をしている｡. バラエティのルール 話し言葉的な文体と常体を併用－のメールでは､ 話し言葉的な文体と､ 常体がよく使われていたが､ 自
身は話し言葉的な文体か､ 常体かということに使い分けを意識していないことが多かった｡
誘いや依頼の場面でも敬体が出てくることはなく､ 話し言葉的な文体が使われている｡
例に見られるように､ の話し言葉的な文体と思われるものには､ あまり終助詞が
ついておらず常体のような形で現れていることも多い｡
【例】 絵文字､ 顔文字の使用､ 絵記号の不使用
機種依存の絵文字がよく使用されている｡ 困り顔や､ 泣き顔など感情を表す絵文字は､
文末に使用し､ のメールのようにメールの文面を飾るために絵文字をあちこちに散り
ばめるような使い方は見られなかった｡ ｢☆｣ や ｢♪｣ などの絵記号は－のメー
ルに見られない｡ 絵記号は､ とメールをする際は使うが､ には使わないという調
整が報告された｡ 直接的な断り表現－のメールでは､ 言いさし表現は見られなかった｡ 断る場合のメールでも直
接的で､ 遠回しでない表現を使用している｡ に対しては､ 言いさしを使うなど ｢日本
 お願い！頼むぞ！おやすみ バイト中､ 十時終る わかった｡
 じゃ､ やめる､ なんでもない､ ただ､ アシタかの部落のおばあさん思い出した｡

――
〈〉
式の断り方｣ をすることを心がけているが､ 相手では､ 日本式の断り方まで適用す
る必要はないと考えているという報告が見られた｡ 例のように､ はっきりと断っても失
礼ではないという中国語圏における社会言語的な規範を適用し､ 直接的に断る表現が多く
見られる｡
【例】 助詞の省略－のメールでは､ 助詞を正確に使用していることが多いが､ －のメー
ルでは､ 意図的な助詞の脱落が見られる (例)｡ 同士のやり取りでは､ その助詞が
なければ内容が伝わらないと思われる助詞は脱落させずに書くが､ 支障のない助詞につい
てはほとんどを脱落させている｡ とメールをする際には､ 内容が伝わるのであれば､
正確な文章である必要がないと考え､ 助詞だけでなく､ 文法全体としても､ 正確に使おう
とする意識が低かった｡ 自分自身が助詞などに気を使わずにメールを書いているので､ 助
詞が脱落したメールをからもらっても､ なんら違和感がなく､ 特別留意することも
ない｡
【例】
こうした傾向は助詞の省略だけでなく､ 柔軟な表現をメールの規範としないところにも
あらわれている｡ －のメールでは､ 例のように､ 単語を並べたような､ 短い
文の連続が多く､ 語や節の倒置を行う余地がほとんどない｡ インタビューでも､ メールは
内容が伝わればよいと考えている人が多く､ 柔軟な表現をすることを前提とした文でない
ことが多い｡
【例】 相手のメールと同様の音調代替要素の使用.  でも述べたように､ は､ のメールでよく長音記号が現れていること
に留意し､ 音調代替要素を意識して使うようにした結果､ 今ではとくに意識せずに長音記
号を使っている｡ 例のように､ 音調代替要素を使用することはのメールにおいて
も規範となっている｡
 バイト中､ 十時終るわかった｡ わかった｡
 すみませんね､ 日曜の夜は都合悪いんだ！ゴメンね！
 今バイトに行く途中｡ もう二時間ぐらい遅刻した｡ ごめんね

――
〈〉
【例】 コードスイッチング－のメールでは､ の母語である中国語と､ 日本語が混在したメールの例
が見られた｡ 日本語の単語が分からない場合や､ 感情を表現する場合に､ 中国語に相当す
る漢字を並べて表現する｡ また､ 相手の日本語能力が低い場合に､ 中国語のほうが
伝わりやすいと判断して中国語で書くという管理も見られた｡
【例】
また､ 日本語の単語で､ 中国語では意味は違うが同じ単語が存在するものを､ 中国語での
意味で使用している意味だけのコードスイッチングも見られた｡ 例での ｢変態｣ という
単語は､ 中国語では ｢常態｣ の反意語で､ ｢いつもとは違っている｣ という中国語での意
味で使っている｡
【例】はコードスイッチングを否定的に評価していない｡ コードスイッチングによって
内容が伝わりやすいと思うときはコードスイッチングをする｡ しかし､ いつまでも中国語
と日本語を混ぜて書いているわけでなく､ 日本語が上達してくると自然とコードスイッチ
ングはなくなっていった､ という報告が多かった｡ 単語の省略､ 代用
カタカナで表す外来語で､ 長いものは同士でわかるように勝手に省略したり､ 他
の言葉で代用する例が見られた｡ この場合の省略は､ 同士で分かるように勝手に略
したものなので､ にも通じる一般的なものではない｡ データとして収集できなかった
が､ インタビューの際に､ ユニバーサル・フェスティバルという大学でのイベントの名称
を､ 同士でわかるように､ ｢ユニ｣ や ｢ユーフ｣ と略して呼んだり､ メールで英語の
綴りで書いたという例を聞くことができた｡ 以下の例では､ イベントにお互い参加する
ことを知っていて､ イベントの名称をわざわざ書かなくてもそのイベントについての話題
であると分かっていたときのメールである｡ ここでは､ ｢それ｣ という言葉で代用してあ
る｡
 最近忙しいでしょう？久しぶり～～僕はお祭りが行きたいけど｡ 自分ではちょっ
と寂しいかな｡ 美人様はちょっと顔を貸しでよろしいでしょうか？ 美人って私のこと？うれしい～どこの祭り？
 最近好？
 でも早く帰ったほうが良さそうよ｡ 今日天気が変態だから

――
〈〉
【例】
このような省略・代用は､ －の間で､ 事前に省略・代用の対象となる外来語に
ついての話題が話されていて､ その外来語を認識しているという条件の下で起こる｡ 省略・
代用については否定的な評価はしていない｡ 長いカタカナ語を苦手に思っているは多く､ メールでいちいち長く書く手間が省けることから条件が整っている場合には､同士でやり取りをする際には便利だと感じている｡. 形のルール
ロールプレイでのデータを見ると､ 第三者言語接触場面 () においては､ 婉曲表現な
どが省略されて､ 用件のみのシンプルなやり取りとなることが多く相手の場合とは違っ
た形のルールが見られた｡
【表】 －ペアに見られる形のルール
.. 誘いの形同士の誘いの場面では､ 用件と関連のない前置きはなく､ 用件のみか､ 用件と日
時などの詳細情報を書いたものが多い｡ また､ ｢よろしければ｣ などの婉曲表現はほとん
ど使われない｡ 用件の後も約束の確認や期待を述べて終結の連鎖が起きることはなく､ 用
件の後はすばやくスムーズに終結している (例)｡
 今日のそれ､ 先輩行きますよね～ [人名] さんは行くってゆってたけど､ 何
時に行くか教えなかったんで～お母さんたちはなんか一緒に行くんですか？
誘
い
形 相手の都合＋用件 用件のみ 婉曲表現あり 婉曲表現なし    
依
頼
形 理由＋用件 用件のみ 大げさな表現 婉曲表現なし    
断
り
形
断る側 断られる側
謝罪の繰り
返しあり
謝罪の繰り
返しなし
フォローの
繰り返し
単発フォロー
フォローな
し     
表現 言いさし表現 遠回しな表現 直接的な表現   

――
〈〉
【例】
－では約束が決まったあとも長々とメールすることは少ないということだ｡ 終
結の連鎖は､ －のメールのときの規範であると考えており､ が期待などを述
べるとそれに合わせて連鎖を作るが､ 同士ではその必要がないため省略していると
考えられる｡.. 依頼の形－の依頼場面と同様に､ 依頼の理由を依頼の本題の前後につけた形が多く用い
られている｡ しかし､ －の依頼に見られた大げさな表現は使用されていない (例)｡
【例】
－のメールでは､ とのネットワークが強いが大げさな表現を使用する傾
向があることを述べた｡ 同士のメールではどのネットワークに属するかに関わらず､
依頼の理由を依頼の本題の前後につけたシンプルな形が用いられている｡ のネットワー
クの強いは､ 相手がかかによって依頼の形を使い分けていると考えられる｡.. 断りの形－の断り場面では､ 断る理由を述べて直接的な表現で断わる形が多く見られ
る｡ ただし､ 終結の連鎖について見ると､ 誘いを断る場合はあまり長くならない一方で､
依頼を断る場合は謝罪を繰り返すような終結の連鎖が続くことが多い｡
断り場面では､ ネットワークの違いによっても､ 断りの形に違いが見られた｡ ネッ
トワークの強いは､ 相手が謝ったことに対するフォロー表現があまり見られな
い｡ 断わる側のが､ ネットワークの強いであるときは､ フォローの返信がな
 ね､ 今日のお昼は一緒に食べない？ 良いね､ 一緒にご飯を食べるなんて､ で､ 時間と場所は？ じゃ～時分に第一食堂の入り口の所で待ち合わせよう わかった｡ じゃまたね｡ 誘ってくれてありがとう｡
 [名字] さん､ すみませんが､ 漫画を読みたいから一冊貸してくれませ
んか？ いいよ！何が好き？家にいろいろあるけどさ｡ 少女漫画がある？ うん､ あるよ！じゃ､ 明日限の授業で会うから､ 一冊持ってきましょうか｡ 良かった｡ 良かった｡ ありがとうの丿

――
〈〉
いことに､ 冷たいという印象を受けていた｡ 以下の例は､ ネットワークの強いがフォロー表現をしていない例である｡
【例】
ネットワークが強いの場合には､ 自分が最後に返信した後にから謝罪
の受け入れのメールが来ることを期待していたが来なかったために､ 実験中に ｢それだけ
ですか？もう終わり？｣ と尋ねる場面があった｡ フォローアップ・インタビューでは､ に ｢それだけか？｣ と問われたが､ これ以上何を返信する必要があるのかわ
からないと答えていた｡ 一方は､ 返信が来ないことで､ は冷たいし､ 怒って
いる感じがすると否定的な評価をしていた｡
一方､ ネットワークの強い同士の断り場面では､ の母語規範に準じた断り
の形が見られる｡
【例】
例のように､ ネットワークが強いは､ 断りの形はの母語規範に準じたも
のを好ましいと感じており､ その形を適用している｡ 誘いを断る場合は､ あまりフォロー
の必要性を感じておらず､ 相手からフォローの返信がなくてもあまり留意しないが､ 上の
例のように依頼を断る場合には謝罪の受け入れがない形を否定的に評価している｡. 結論
以上､ 相手言語接触場面と第三者言語接触場面 () におけるのメール使用の特
徴と規範意識を分析した｡
相手言語接触場面 (－) では､ 次のようなの言語管理が明らかになった｡
 ごめん､ 来週土曜日論文のアンケート調査があるけれど､ 人数が足りない 手
伝って来られるか？ そうね｡ 手伝いだいけど､ 最近発表がたくさんあるからかなり忙しいの｡ 本当
にごめんなさい そうか､ わかった ありがとう｡ まだ機会に 本当にごめんね
 ね､ ちょっとレポートの調査に協力してほしいんですが､ 時間ある？ ごめん｡ ごめん｡ 最近発表がいっぱいあって手伝えないわ｡ 本当にごめん そうですか しょうがないわね｡ うん､ 気にしないで 今度絶対協力するから､ お許しください 別に気にしないで

――
〈〉 言語ホストの母語規範に概ね従う は､ 言語ホストに全面的に頼る言語ゲストとしての管理はあまりしない は自分の言語能力を疑われないための管理をする 場面などにより､ 母語規範に従わず独自の規範を適用する場合がある ネットワークの違いが､ 適用する規範の選択に影響する場合がある
会話では､ 即時に考えたことをその場で表現しなければならないが､ メールはすぐに返
信することを強要されないために､ 読み直して確認することができる｡ このメールの非同
期性という特性があるために､ 言語ゲストとしての管理をゆだねるだけでなく､ 出来る限
り自己調整を行う結果となっていると思われる｡
また､ 相手の場合には助詞や文法を正確に使用し､ 送信前に文章の確認をするとい
う管理が見られた｡ 日本語能力がないために間違っているのだと思われるのが恥ずかしい
と思っていることが要因となっている｡ メールでは､ 言語ゲストが言語ホストに全面的に
頼るという関係でなく､ 言語ゲストが言語ホストと同じ地位を目指す管理をすることによっ
て､ ある程度対等が保たれた関係であるといえそうである｡
一方､ 第三者言語接触場面 (Ⅱ) (－) のメールでは次のようなの言語
管理が明らかになった｡ 弱い基底規範 (の母語規範) しか存在しない 基底規範の取捨選択や､ 好ましい形に作り変える管理をする場合がある 独自の規範を多く用いる 言語能力の高いが言語ホストに近い立場を選択する場合がある が共通に有する社会言語的規範を適用する場合がある ネットワークの違いにより､ 基底規範 (の母語規範) の適用の程度が異なる 規範を基準にした逸脱と､ 規範を基準にした逸脱がともに留意される
第三者言語接触場面 (Ⅰ) では他の接触場面よりも留意されない逸脱が多く､ 相手の逸
脱を留意しても無視することが多いという言語管理が指摘されている (ファン)｡ 第
三者言語接触場面 (Ⅰ) での逸脱を留意しても無視することが多いという言語管理は第三
者言語接触場面 (Ⅱ) でも見られる｡ 本稿の第三者言語接触場面 (Ⅱ) では､ 逸脱の訂正
がコミュニケーションの阻害につながることを避けようとすることが要因となっていると
思われる｡
一方､ 本稿で取り上げた第三者言語接触場面 (Ⅱ) では､ の母語規範が弱いながら
存在しているのに加え､ 独自の規範も多く適用していることから､ は､ どちら
の規範も適用しながら言語管理を行っていると考えられる｡
また､ 第三者言語接触場面 (Ⅱ) では､ 属するネットワークの違いによる影響も見られ
た｡ 独自の規範を適用したコミュニケーション・ルールを､ ネットワークが強いが否定的に評価していることがあった｡ ネットワークの強いは､ よりの
基底規範に忠実であり､ 独自の規範には抵抗を感じることがある｡ 一方､ ネッ
トワークの強いは､ の基底規範に従うより､ 独自の規範を多く適用しており､
従っているの基底規範は話し言葉的な文体と感情表現要素という表現上の規範に留まっ

――
〈〉
ている｡
今回扱った第三者言語接触場面 (Ⅱ) における言語管理には､ 媒体がメールであること
の影響が考えられるものが多く見られた｡ 会話を対象とした場合は､ また違った言語管理
が現れる可能性があると考えられ､ 本稿で示した特徴は限られた設定における管理といえ
るであろう｡ 同じ母語､ 社会文化的規則を有する同士の第三者言語による会話につ
いても詳しい分析をする必要があると思われる｡
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【注】 本稿では､ 携帯電話のメール機能によるメールを単に ｢メール｣ とし､ 携帯電話のメー
ル機能によるメールを指すものとする｡ 本稿では､ 機種依存の絵文字､ 絵記号､ 顔文字など感情表現を担うものを総称して､
感情表現要素とする｡ 機種依存の絵文字は携帯電話会社ごとに異なり､ 同じ会社の携帯
電話ユーザー同士であれば､ メールの絵文字を見ることができる｡ しかしメールを送受
する二人が異なる会社の携帯電話を使用しているのであれば ｢〓｣ の表示になるなどし
て､ 絵文字を使用しても送信相手は見ることができない｡ 絵記号は､ 記号として入力で
きる☆や♪など｡ 顔文字は､ 記号を組み合わせて顔の表情を表現したもので､ ､など｡ 絵記号､ 顔文字は異なる機種同士でも､ 見ることができる｡
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